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　　　　 当院 に おける血液浄化療法 の 現況
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　当院は 3次救急救命セ ン ターを持 つ 総含病院 で あ り，

ICU で lrlL液浄化療 法 を 行 う機会 が 多い ．腎臓内科 と

透 析室 の 新設 が さ れ た
’1〆：成 6 年 2 月か ら 平成 9 ｛

’
Fl　9 月

ftで の 約 3年 半を振 り返 っ て ，血液浄化療法 の 現況 を

検討 し た ．

　慢性腎不 全 の 新 規維持透析導入 は 167例 で ， 14例

（8、4％） が CAPD で あ っ た，急性腎 不 全症 例 は 多臓

器 イ・全の 1分症 と して認め られ る症例が 増加傾 向 で，

ifll液浄 化 は CII（1））F が 中 心 療法 と な っ て き て お り 77

例に 実施 さ れ た．DFPP を含 む血 漿交換 は 16例 で消

化器系疾患 に 多 く， 血漿吸着 は 14 例 で 神経疾 患 に 対

す る 免疫 吸着 が 多 か っ た．1）IIP は 37例 に 行わ れ ，

32 例 が エ ン ド 1・キ シ ン 吸 着 で あ っ た．

　以 ヒの 1価夜浄化治療の詳細を 症例畢示 を交 え て 報 告

す る．

　 血漿交換療法が奏功 した水疱性類 天疱瘡の
一例
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　症例 は ， 75歳女性．脳 出 「航後 遺症 の リハ ビ リ目的

で 入 院 中 ， V 成 7 年 2 月 3 ［．は り全身の 掻痒感を訴え

て い た．そ の 後，左右足底 に 緊満性 の 水疱が 出現 ，

徐 々 に 四 肢，体幹 に 拡が り，皮膚科 に て 類天疱瘡 と診

断 さ れ た．

　ALP の L 昇 ， 低 蛋 广lr航症，　 CRP 陽性，　 IgA の 軽度

ヒ レ1．， IgE が 7、30〔｝mg ！d1 と 著 明 な 上 昇，　 CH 　50の

軽度 の ト昇 を 認 め ，天疱瘡，類 天 疱瘡 の 7〔1％ に 認め

られ る と い う抗皮膚抗体 は 陰悟：で あ っ た．病理 所 見で

は ，表皮内 に 水疱 を 認 め，表皮 ド細血管の 増生 を伴 い ，

好酸球 の 湿潤 は高度で は な か っ た が ， 類天疱瘡 の 所 見

と　
・致 した．

　
・F成 7年 2H15 日 よ ＋

’
）プ レ ドーニ ン ・iD　rng 内服 を開

始 し た が
， 改善 の 傾 向 を認 め な い た め， 2 月 25 ［1よ

り プ レ ド ニ ン 50　mg に 増 量 し た ．し か し水 疱，び ら

ん部よ り ， 滲出 多く， 悪臭を伴 い
tt
次感染 も疑わ れ，高

齢で あ る こ と も考 え る と長期間 の ス テ ロ イ ド大 lll投 与

は 負担 が 多い と考 え，Ifi1漿交換 の 導入 を計画 した．　 lf［L

漿交換前 の 皮膚症状 は，腋窩を 中心 と し た 体幹 に 水疱

が 見 られ た が 血 漿交換後は 色素沈着を認 め る の み で 呂
：

明 に 改善 した．足 の 水疱 もml漿交換後は消失 ， 改 、嵯し，

さ ら に ，ス テ ロ イ ドの 減 量が ［T∫能 で，IgE，好酸球 な

ど も臨床経過 の 改善 と 共 に 低 ドし た．

　 ス ラ
ー

ロ イ ド抵 抗性類天疱瘡 に は，　 重 濾過 lf［t漿交換

療 法 （DFPP ），全 血漿 交換療法 （PEx ） が 有効で あ

り，適応 が あ れ ば積極的 に 考慮す べ き治療 法 と 号え ら

れ た。

　体外循環方式に おけ る ACI760 の ろ過性能の 評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高木豊己

　　　　　　　　　　　　　　　　　新生会第
・
病院

　 ：貢濾過法 の 体外循環方法 に は ス ト ッ プ 法， リサ イ

ク ル 法，デ ィ ス カード法が あ る．そ こ で ， 我
ノ

ぐは 血漿

成 分分離器 ACI760 の 臨床 に お け る 「航漿成 分 の 濾 過

性能を 3 つ の濾過方式 で 比較検討 した．

　If］L漿 分 離 器 は OP 　 O5 を 用 い ，血 漿 成 分 分 離 器

AC 　176〔1は セ ル ロ
ー

ス ジ ア
．
ヒ テ

ー
ト膜 で 膜 面 積 は

1．7m2 で あ る．対象 は 慢性 関節 リ ウ マ チ 症 例 男性 2

名 ， 女性 4 名 の 計 6 名 で あ っ た．そ して ， 1症例に対 し

3 種類 の 濾過 方式 を 実施 し た．

　血漿総タ ン パ ク，ア ル ブ ミ ン
，

フ ィ ブ リ ノ
ーゲ ン，

IgG ，
　 lgM ， α2 マ ク ロ グ ロ ブ リ ン

， 総 コ レ ス テ ロ
ー

ル
， ト リ グ リセ ラ イ ドの ふ る い 係数 （SC） お ．よ び 除

去率を 測定 した ．3 種類 の 濾過 方式 に お け る lll醸 処 理

lL 時点 の SC で は 各濾過方式の 問 に 有意差は 認 め な

か っ た，血漿処理 2L 時点で は IgM に お い て リサ イ

ク ル 法， ス トッ プ法に 対 し デ ィ ス カ
ー

ド法 は 有意 に 低

値で あ っ た．血漿成分 の 除去率 に お い て ア ル ブ ミ ン は

デ ィ ス カ
ー

ド法 く リサ イク ル 法 く ス トッ プ 法 の II頂に 損

失が少な か っ た．他 の 血漿成分 の 除 去率 に は濾過 ノ∫式

に よ る有意 の 差 は 認 め な か っ た． 3種類 の 濾過 方式 の

検討 で 濾過性能 に 大 き な差は認め られ な か っ た が
，

そ

の 中で デ ィ ス カード法 が や や 優 れ て い た．
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